
第 52 回羊蹄ジュニアクロスカントリースキー競技大会開催に向けた 

新型コロナウイルス感染症対策ガイドライン 

№ 実施項目 実施内容 備考 

1 参加募集時 

○感染拡大のための協力を求める。 

○感染拡大防止対策を遵守できない参加者には、他の参加者の安

全を確保する等の観点から、参加の取消や途中退場を求めるこ

とがあることを周知する。 

○参加にあたっては、以下の事項を遵守することを周知する。 

①次に掲げる内容に該当する場合参加を見合わすこと。 

 ・体調不良の場合(例：発熱、咳、咽頭痛などの症状がある) 

 ・同居家族や身近な人に感染が疑われる場合 等 

②マスクを持参すること。ただし、選手においては屋外において

は防寒対策として使用するフェイスマスクやネックウォーマー

等の着用でも代用可能。(スポーツを行っていない時はマスクを

推奨し、選手以外はマスクの着用とする。) 

③こまめな手洗いやアルコール等による手指消毒を実施すること 

④他の参加者やスタッフ等との距離を確保すること。 

⑤競技大会開催中は大きな声での会話や応援をしないこと。 

⑥感染防止のために主催者が決めたその他の措置の遵守、指示に

従うこと。 

⑦競技大会終了 2 週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症し

た場合は、主催者に対して速やかに濃厚接触者の有無等につい

て報告すること。 

○参加申込みを行う時点で、当日会場に訪れる「選手」「監督者等」

の「大会参加一覧表」の提出があることを周知する。 

○大会当日に受付において、参加する「選手」「監督者等」の「大

会出場承諾書」の提出があることを周知する。 

□参加するすべての方

に、マスクやタオル

を持参するよう周知

する。 

 

□必ず朝検温を実施

し、来場することを

周知する。 

2 当日の参加受付時 

○主催者は、当日の受付時に参加者が密になることへの防止や、

安全に競技大会を実施するため、以下に配慮する。 

①受付窓口には、手指消毒剤を設置する。 

②発熱や軽度であっても咳・咽頭痛などの症状がある場合は入場

しないことを呼びかける。 

③人と人が対面する場所には、アクリル板等の遮蔽幕を設置する。 

④参加者が距離をおいて並べるよう、必要に応じて目印の設置等

を行う。 

⑤受付を行うスタッフはマスクを着用する。 

⑥事前受付を実施し、当日の書面記入や現金授受等は避ける。 

⑦当日受付の混雑をなるべく避ける。 

□手指消毒剤 

□ペーパータオル 

□ゴミ箱 

□マスク 

□検温器 

□アクリル板等 

 

3 

参加者 

（参加選手・監督

者等） 

○大会への参加申込みの際に、別紙「大会参加一覧表」を提出す

ること。（人数管理を実施するため、当日会場内に入場できる人

数を制限し管理します。） 

○当日大会に参加する選手や監督者等においては、別紙「大会出

場承諾書」に必要事項を記載し当日受付窓口に提出をすること。 

 承諾書に記載すべき事項は以下のとおり。 

・選手または監督者等の氏名 

・所属する学校や団体名称 

・大会当日を含め 2 週間の体温 

・大会当日の体調 

□大会参加一覧表 

□大会出場承諾書 

 



・新型コロナウイルス感染症に関する重要事項 

・個人情報の取り扱いについて 

○その他の対応については以下のとおり。 

①マスク等の準備(スポーツ中以外はマスクの着用とする。) 

②競技大会前後のミーティング等においても、三つの密を避ける

こと。特に、会話するときなどは必ずマスクを着用するなど感

染対策に十分配慮すること。 

4 
主催者が 

準備等すべき事項 

【手洗い場所】 

こまめな手洗いを行えるよう、手洗い場所を確保する。 

①手洗い場には、石けん等を用意する。 

②手洗い後に手を拭くためのペーパータオルを用意する。 

用意が難しい場合は、参加者に対して、タオルの持参を呼びか

ける。 

③手洗いが難しい場合は、アルコール等の手指消毒剤を用意する。 

【共有スペース】 

 待機スペースなどの共有スペースについては感染リスクが高い

ため、以下に配慮する。 

①広さにはゆとりを持ち、他の参加者と密になることを避ける。 

②室内又はスペース内で複数の参加者が触れると考えられる場所

(ドアノブ、テーブル、イス等)については、こまめに消毒する。 

【洗面所】 

①トイレ内の複数の人が触れると考えられる場所(ドアノブ、水栓

トイレのレバー等)については、こまめに消毒する。 

②トイレの蓋を閉めてから汚物を流すよう表示する。 

③手洗い場には、石けん等を用意する。 

④手洗い後に手を拭くためのペーパータオルを用意する。 

用意が難しい場合は、参加者に対してタオルの持参を呼びかけ

る。 

【観客の管理】 

 観客を参加させる場合には、観客同士が密な状態とならないよ

う、必要に応じ、観客場所のエリア指定をする。（本競技大会は、

基本的に無観客を想定とする。） 

 また、大声での声援を送らないことや会話を控えるなど留意事

項について周知する。 

【会場】 

 受付場所や大会会場等を明確にし、来場者の管理ができるよう

会場を設営する。 

スタート、ゴール地点の密を回避できるよう会場設営し、アッ

プコースなどについても、利用時間を定めるなどし、参加者同士

の接触が最低限となるよう配慮する。 

【ごみの管理】 

 ティッシュなど、唾液がついたごみなどについては参加者が各

自持ち帰るよう周知する。 

【競技役員】 

 競技役員についても、以下の感染防止対策を実施する。 

①次に掲げる内容に該当する場合参加を見合わすこと。 

 ・体調不良の場合(例：発熱、咳、咽頭痛などの症状がある) 

 ・同居家族や身近な人に感染が疑われる場合 等 

②マスクを持参し着用すること。 

③こまめな手洗いやアルコール等による手指消毒を実施すること 

④他の参加者やスタッフ等との距離を確保すること。 

□石けん等 

□手指消毒剤 

□ペーパータオル 

□ごみ箱、ごみ袋 

□マスク 

□各種張り紙 

 ・立ち位置等 

 ・トイレ用 

 ・会場図 

 ・注意事項 等 



5 
参加者が 

遵守すべき事項 

○以下の事項に該当する場合は、自主的に参加を見合わせること 

（大会当日に書面で確認を行います。） 

・体調不良の場合(例：発熱、咳、咽頭痛などの症状がある) 

・同居家族や身近な人に感染が疑われる場合 等 

○マスクを持参すること。ただし、選手においては屋外において

は防寒対策として使用するフェイスマスクやネックウォーマー

等の着用でも代用可能。(スポーツを行っていない時はマスクを

推奨し、選手以外はマスクの着用とする。) 

○こまめな手洗いやアルコール等による手指消毒を実施すること 

○他の参加者やスタッフ等との距離を確保すること。 

○競技大会開催中は大きな声での会話や応援をしないこと。 

○感染防止のために主催者が決めたその他の措置の遵守、指示に

従うこと。 

○競技大会終了 2 週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症し

た場合は、主催者に対して速やかに濃厚接触者の有無等につい

て報告すること。 

○イベント前後のミーティングや懇親会等においても、三つの密

を避けること。 

□本ガイドライン事項

の遵守 

6 
参加者が 

留意すべき点 

○スポーツをしていない間を含め、感染予防の観点から、周囲と

なるべく距離を空けること。 

○スポーツ時に、唾や痰をはくことは極力行わないこと。 

○タオルの共有はしないこと。 

○飲食については、指定場所以外で行わず、周囲の人となるべく

距離をとり、対面を避け、会話を控えめにすること。 

○飲みきれなかったスポーツドリンク等を指定場所以外（走路上）

に捨てないこと。 

□本ガイドライン事項

の遵守 

 


